
 

 

 

 

 

 

■  関大を牽引してきた教員たち  ■ 

防災学の権威・河田惠昭教授ら 最終講義のご案内 
～長年にわたる教育 ・研究活動に敬意 を表 して～ 

 

関西大学では、平成 28年 3月をもって退職する下記の教員の最終講義を、公開にて開催いたします。 

 

記 
 

■ 社会安全学部・河田惠昭教授の最終講義 

【日 時】2016年1月13日（水）13：00 ～ 14：30   

【場 所】高槻ミューズキャンパス 西館5階 ミューズホール 

     （JR「高槻」駅から徒歩7分、阪急「高槻市」駅から徒歩10分） 

【テーマ】「私が40年間挑戦した防災・減災・縮災の実践的研究とこれから」 

【経 歴】専門は「防災・減災、危機管理」。京都大学防災研究所教授などを経て、2009年に関西 

大学環境都市工学部教授として着任。2010年から、自然災害や社会災害などあらゆるリ 

スク対策を専門に学ぶ日本初の学部・関西大学社会安全学部の教授・初代学部長として、 

学部の発展に貢献。また、阪神・淡路大震災記念「人と防災未来センター」のセンター長 

や、政府の中央防災会議において複数の専門調査会で座長を務めるなど、日本の防災分野 

においても幅広く活躍中。 

【備 考】事前申込不要 

 
 

■ 文学部・日下恒夫教授の最終講義 

【日 時】2016年1月15日（金）14：40 ～ 16：10 

【場 所】千里山キャンパス 第1学舎1号館 5階A502教室 （阪急「関大前」駅から徒歩10分） 

【テーマ】「老舎と北京とわたくしと・・・－ 不純な「老迷」から単純迷へ －」 

【経 歴】専門は「中国文学」。東京都立大学（現首都大学東京）人文学部助手などを経て、1974 

年に関西大学文学部専任講師として着任。1984年から同学部教授。近代中国語の研究資 

料としての朝鮮資料の研究や、北京語研究の関連で「老舎小説全集」の編纂、翻訳、解説 

を担当するなど、41年間にわたって本学の中国学における教育・研究に貢献。 

【備 考】事前申込不要 

 

以 上 

 

本イベントに関して、取材いただける場合は、別添ＦＡＸ返信用紙にて事前にお知らせください。 
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